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主論文 
















学 位 論 文 要 旨 
 
 















対 象 と 方 法 
大腸癌細胞株Colo201、Colo320、DLD-1、LoVo、WiDrの5 株におけるMCMタンパクの発現





析はP < 0.05を有意とした。 
 
結 果 








LIの平均はMCM2、MCM7、Ki67 はそれぞれ、57.1、58.1、40.6% であった。MCM7 陽性Ki67 
陰性細胞のLI は17.6% であった。MCM7 LIとMCM2 LIはKi67 LIよりも有意に高値を示した。
MCM7 LIとMCM2 LIは有意な正の相関を示した(r=0.58)。 




























性Ki67 陰性腫瘍細胞のLI は転移と有意な関連を示した。    
